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歌の運命

高橋睦郎

今回ここにお集まりの皆さんは日本文学の研涜者だと伺ってい
ます。その中に何の研究もしたことのない僕が招かれたのは文学
の実作者のはしくれとして、研究者とは異なる見方を期待されて
のことかと想像します。

ご期待にお応えできるかどうか怪しい限りですが、 「歌の運命
」という題で話してみたいと思います。歌人の運命ではなく、歌
の運命についてです。もちろんここで歌というのは和歌のことで
す。

この場合歌というのは、個々の歌であると同時に歌なるものが
考えられますね。僕のこれから考えたいのは後者の方で、歌なる
ものの運命ということをすこし考えてみたいと思います。

ここで歌なるものというのは抽象的であると問時に具体的なも
のですね。五七五七七という形式であるとともに生きた内容のあ
るもの。生きた内容というのは血とか生命体とか言言い換えてもい
いと思うんです。生命体というのはそれ自体では終わることなく
次の生命体を生み出していきますね。いわゆる生命体の維持です
が、この生命体の維持のためには生物の場合でいうならば、遺伝
子が不可欠なわけです。歌の場合この遺伝子が何に当たるかとい
うと、僕はこれを本歌と捉えています。そして遺伝子持続の仕組
みを本歌取りというふうに考えています。もっともこれは歌の学
問、歌学でいうところのいわゆる本歌、いわゆる本歌取りをもう
ちょっと拡大解釈して言っています。

本歌取りの一般的な定義はある辞書から写したんですが、 「先
行する歌のなかの言葉の一部を自分の歌に引用することにより、
表現を重層化する修辞法」ということになりましょうか。この定
義、間違っていないと思うんですが、ちょっと技法に偏りすぎた
定義じゃないかと、定義のしなおしが必要なのではと思っていま
す。試みに試案を申し上げますと、これは書の『読みなおし日本
文学史』のなかにあるのを一部修正してここにお示ししますが、
僕はそのなかでこう蓄っています。 f本歌取りとは技法である以
前に態度であり、先行する歌への尊敬である。先行する歌への尊
敬である以上、本歌は直接の本歌にとどまることなく無限に溜
る。究極の本歌とは神の歌であり、神の言葉であり、神の心であ
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るから神同様に大切にされなければならなかった。と問時にひと
つの歌は過去の本歌のいのちを貰って立つだけでなく、自分自身
未来の本歌たらんとするJ。

こういう理由によって先行する歌が後出の歌を生む。という
ような見地から歌の麗史が見えてくるのではないかと思っていま
す。

いま僕は神の歌という言葉を使いましたが、しかし神の歌とい
う言葉を使ったからといって国粋主義とか日本主義のつもりはあ
りません。世界のどの地方のどの民族の詩歌も誕生したときは神
の歌でした。あるいは神の歌と認識されていました。ただ文明の
進んだ国では、文字の発明使用とともに神の歌から人間の詩へと
発展していくわけです。

たとえば中国の詩なんかもそうですね。中国の詩はたとえば詩
経とか楚辞とかそういうものを読みますと、最初は神の歌であっ
た。それがだんだん民衆の歌になり、そしてそれが今度は民衆と
いう顔のないものではなくて個人の歌というか詩になっていくわ
けです。それがわが国の場合は文字がもともとありませんから、
神の歌の段階が艇腕と続くわけです。あるいは神の歌と認識され
る状態が艇腕と続いたわけです。

そこに海の向うの文明国から文字と一緒にすでに人間の詩の段
階に達した漢詩というものが流入してきた。そうするとやっぱり
文字とともにあるもののほうが高級ということになります。それ
でわが国にもとからあった神の歌は本来座っていた玉座を人間の
詩、つまり漢詩に譲り渡さざるを得なくなる。

その象徴的な例が『万葉集』巻ーの第一歌だと思います。これ
はもう皆さんご承知のとおりの歌ですが、一応いまの読みで復習
しますと。

龍もよ み繕持ち 掘串もよ み掘串持ちこの岳に
菜摘ます児 家告らせ 名告らさね そらみつ 大和の国は
おしなべて われこそ麗れ しきなべて われこそ座せ
われこそぱ告らめ家をも名をも

この歌には前書きがあります。 「泊瀬朝倉宮御宇天皇代（大泊
瀬稚武天皇）天皇の御製歌」というふうになっています。しかし
これをそのまま信じるわけにはいかないと僕は患っています。
「み寵持ちJという嘗葉がありますが、これは神聖な龍を持ちと
いうふうに解釈すべきだろうと思います。それから「み掘皐持
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ちj というのは神聖な掘り串を持ってということだろうと思いま
す。それから「菜」というのはおそらく若葉を摘むことで、 「莱
摘ます児j というのはおそらく神聖なる神の委、亙女であろう。
人間と通じることのない神の婁であろうと思っています。

この亙女に家と名を教えてくれという定型表現で求愛している
のは、天棄ではなくて本来は神でなくてはならないだろうと思い
ます。そしてその神は「大和の国は われこそ居れ しさなべて
われこそ座せJと醤っているのですから、古い表現を使うならば
大和坐大神とでも呼ぶべき土地の大きな神であったと思います。
もちろん実際に発諾しているのは神自身ではなくて、菜を摘んで
いる韮女、神の口寄せとしての亙女自身である。しかし、意識さ
れているのは、大和坐太神であったろうと思います。

この神の歌を天阜の歌にすりかえたところに、わが国の人聞
の歌の発生の複雑な事情が見えてくるのではないかと思っていま
す。

わが閣の臨語第一のアンソロジーといわれる『万葉集』の編集
の意図ですが、これは『古事記』編集の意図と深く連携している
と思います。 『万葉集』は国文学史のうえでは私撰集ということ
になっています。しかしただの私撰集というのとはちょっと違う
ように恩われます。現代の万葉学では、この『万葉集』には編集
に四つの段階があったというふうに替われています。

それを仮に編集の庇護者である天皇や皇太子の名を持って呼ぶ
ならば、いちばん最初の段階は r持統万葉j、持統天皇が庇護し
た万葉集。これからその後は「元明万葉J、元明天皇の庇護した
万葉集。それからその次が「光正万葉J、これ元正天皇ですね。
それからその後が「他戸・早良万葉J、これは光仁天皇の皇太子
で廉太子になりました他戸皇子という方がありますが、その方。
それから早良皇子という方は桓武天患の皇太弟でこれも廃太子に
なっていますけれども、この方がたが庇護した「他戸・阜良万
葉」という段階が最後の段階。あるいはこれをまた別の立場から
平城天皇が庇護したということで「平城万葉Jという呼び方をも
していいかと思います。

いちばん最初の原型が「持統万葉」です。これは第一巻の前半
の第一歌から第五十三歌までわずか五十三首からなるアンソロジ
ー。しかしここには『万葉集』編集の意閣がはっきりと見える。
これは持続天皇自身の下命による勅撰集とも言えるし、また天武
天皇の意志を継いだ勅撰集とも言える。もっと明快にいえば天武
勅撰集とも奮っていいんじゃないでしょうか。天武天皇といえば
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天武の下命による『古事記』があります。圏文学史上は日本最初
の神話歴史書ということになっています。しかしぼくはこれは実
は天武勅撰集とも言えるのではないかと思っています。たしかに
神話歴史の書ですが、その中心になっているのは歌です。最初に
歌が収集されて、その歌のまわりに調書がつき増殖していってそ
れが編集されて神話歴史の形をとったものではないかというふう
に僕は克ています。

天武天皇がニつの勅撰集（これは僕の言い方ですが） 『古事
記』と『万葉集』とを下命したのはわが国の神の歌の危機を看取
したからで、これを救うことで自らの王権に利用しようと企図し
たんだと思っています。つまり文字を伴った人間の詩、漢詩の流
入によって玉座を奪われて、漂泊わなければならなくなった神の
歌、和歌ですね。それを人聞の詩の文字を借りて表現することで
繋ぎとめ、これを王権特に智明天皇系主権ですね。天武天皇もそ
のお兄さんの天智天皇も辞明系ですから、その神格化に利用しよ
うとした。

これは天皇親政、親政というのは親しく政りごとをおこなうと
いう意味での親政ですが、これはまた別の言い方をすると、神の
ごとく治めるということで、神政というふうにしてもと思うんで
すけれども、天皇親政に利用しようとした。そのために『古事
記』の場合はまず神々の歌を持ってきた。そしてその後に神々の
冒としての天皇、皇族の歌を持ってきたものが『古事記』であ
る。もちろんそうでない人のもありますが、中心はそうである。
つづいて天皇、皇族の歌および宮廷歌人の歌を持ってきたのが
『万葉集』である。
そのいちばん最初に言いました神の歌を持ってきて、それを雄

略天皇の歌というふうにするわけですけれども、なぜそんなこと
をしたかといいますと、これは静明天皇系の天皇たち、特に最初
の重要な天皇の天智天皇ですが、これが王権を独占する段階で他
の系統の皇子たちに血の粛清をおこないますね。これを正当化す
るために、やはり血の粛清をおこないながら大王の名をほしいま
まにした雄略天皇の歌を最初に持ってくることで、自分たちはそ
の夫皇の血筋だからこういうふうにして主権を維持しているんだ
ということを言うために、雄略天皇を持ってくることでそこから
『万葉集』を始めるというふうにしたかったのではないかと思い
ます。

首代人の考えでは必ずしも雄雄しいことだけではなくて、校さ
も王者の徳のひとつだということ。これはギリシャなんかの神話
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でもそうですね。たとえばオヂュッセウスは現代の私たちから見
れば大変技い人ですけども、彼を主人公にした『オデユツセイ
ア』が、雄雄しさの代表みたいなアキレウスを主人公にした『イ
ーリアス』とともにこ大叙事詩になっていることからもわかるよ
うに、古代人の考え方では狭さというのも王の徳のひとつ、治め
るために必要な徳のひとつということになるわけです。

ただもうひとつこれに恋愛を中心とする感情生活の豊かさがあ
るともっと王者として立派になるわけです。ですから『イーリア
ス』はアキレウスが最初に自分の愛する女性をアガメムノーンに
取られるというところからお話が始まります。それから『オデュ
ツセイア』のオデユツセウスは苦難の漂流の後、貞淑な蓑を押し
かけ求婚者たちを殺して取り返すことが基本の筋ですし。漂流の
途中でもいろんな女性とか半分女怪とかいってもいいような存在
との交渉があり、そのことによって豊かな存在になっている。

そこで神の悪女への求愛の歌を雄略天皇の歌に奪って最初に持
ってきたのではないか。それは同時に神々の歌で始まる『古事
記』と天皇の歌で始まる『万葉集』を結びつける役目をしている
と息うんです。

『古事記』の最初に出てくるのは須佐之男命の歌ですが、須佐
之男命の正確な名というか、もうちょっと詳しい表現は建速須佐
之男命といい、中に建が含まれます。そして雄略天皇の本当の名
は大長谷若建命で、やはり中に建があります。これはひとつのキ
ーワードであろうと思われます。その間にはもちろん倭建命とい
うのがあるわけです。こんなわけで最初に神の歌を雄略天皇の歌
に奪って『万葉集』の最初に持ってきて王者の歌、および王子た
ちの歌を並べたのが『万葉集』であるというふうに思います。

しかしこういうことをしても、神の歌に対する人間の詩の優位
は不動であった。つまり和歌に対する漢詩というものの優位は不
動であった。いわば天武の意志にかかわらず神の歌は敗北してい
たわけで、そのことは神の歌を定着するために人間の詩の文字、
漢字を借りたという事実に象徴されていると思うんです。ですか
らこういう事をしたにもかかわらず、神の歌のさすらいはとどめ
られない。神の歌はさすらい、神の歌を体現した歌びと、夫皐、
皇族、宮廷歌人たちもさすらいつづける。

天智天皇は近江にさすらいます。天武天皇は吉野にさすらいま
す。天武天皇はその後吉野から近江を倒して自分の主権を確立し
ますが、彼の歌として残っているものは、吉野に関するものだけ
です。宮廷歌人の代表である柿本人麿もさすらいます。北は山城



20 歌の運命

から近江、南は紀伊、西は四国九州そして最後はご承知のとおり
山陰の石見で死んだということになっています。それから太伴旅
人も筑紫にさすらいます。家持なんかはもっとはっきりしてい
て、越中、因幡、陸奥に行きます。そして陸奥の多賀城で死にま
す。死後、藤原穏継の暗殺事件に連座したということで死後二十
四日で遺骨が掘り出されて隠岐に流されます。そしていまだに本
当の彼の墓はわかりません。まさにさすらいに晒されているわけ
です。このさすらいという遺伝子情報は先行の歌から後出の歌へ
と申し送られ、各時代を代表する歌びとをさすらいびとにしてい
ます。

大和奈良時代につづく平安時代では、前期の代表に在原業平。
後期の代表に西行法師があります。あるいはその真中に紀貫之を
入れてもいいかとも思います。

まず在原業平。これは冗談のような名前、ほとんどニックネー
ムのような名前ですね。在原というのは、原に、つまり野にある
ということ、業平というのは平らになるということです。本来は
高きにあって、平らにあらざるものが低い原にあって平らなるも
のになった。もとこの人は平城天皇の皇子の陣保親王と桓武天皇
の伊都内親王の聞に生まれたお子さんで、本来は王と呼ばれるべ
き立場の人ですね。まあ言ってみれば貴種中の貴種といえる。そ
れが父、阿保親王の上表というかたちで家族ぐるみ臣下となりま
す。それが在原ということです。さらに出世の外に置かれる。そ
れが業平ということです。

間じ兄弟でもこれは別腹らしんですが、兄の行平という人はE
三位までいたっていますが、在五中将という呼名の通り業平の場
合は出世はしていません。彼は平安初期のいわゆる国風暗黒時
代、これは歌が撮るわずに漢詩が中心、あるいは漢学が中心であ
った、そういう時代に歌びととして生きた人です。

この園風暗黒時代というものじたい祖父の平城天皇の失脚がも
たらしたともいえると思うんです。平城天皇は最終期の f万葉
集』の庇護者ともされているとおり、もし彼の失脚というものが
無かったら、 『万葉集』はもしかしたら勅撰集になったかもしれ
ません。しかし平城天皇は非常に体が弱くていろんなことが起こ
るものですから弟の嵯峨天皇に譲位する。しかしその後、薬子と
いう寵姫、自分の奥さんのお母さんなんですけど、その人なんか
のいろいろな勧めというかそそのかしなんかがあって、もういっ
ぺん天皇になろうとして失脚します。そのとばっちりで嵯峨天皇
の皇太子ということになっていた、平城天皇の息子である高岳親
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王は廃太子になります。そして唐に入ってさらにインドに、天竺
に行く途中で客死します。そして弟の阿保親王は上表して在原氏
になる。そしてその子が業平というわけです。

その当時の官撰史書に t日本三代実録』というのがあります。
そのなかに業平の許があります。業平の人物評、非常に簡単です
けれども「業平ハ体貌閑麗、放縦拘ラズ、路ボ才学無ク、善ク倭
歌ヲ作JレJ才覚無くということは出世に必要な漢才や漢学が無い
ということです。よく和歌をつくるということは、役にも立たな
い和歌ばかり作っているということです。皆さんも思い当たられ
るかもしれませんが、こんな人物は歌とともにさすらうほか無
い。出世はまず望めません。 『伊勢物語』によれば、宮中に入る
べき高貴の女性を誘拐し、また狩の使いとして伊勢に行って神聖
なる斎宮と通じ、東北に流浪したというふうになっています。

これは事実かどうか現在では怪しいといわれています。しかし
彼が京都を離れなかったとしても、精神的にはさすらいの生濫だ
ったといえると思うんです。彼は経鹿のなかで相模権守とか装濃
権守とかいうことになっています。この権守というのは実際には
遥佳であって本当にそっちには行かなかったろうと思われます
が、こういうことに付会して東下り伝説が出来上がったかとも思
われます。

それから平安後期というか末期の西行も一種の貴種流離という
ことが言えると思うんです。この人は武士ですから貴種流離には
当たらないというふうな意見もあるでしょうが、ぼくは貴種とい
うのは絶対的な問題ではなく相対的な問題で、高いところから低
いところに行くのが貴種流離ということであろうと思います。業
平の場合は皇族が臣下になるわけです。西行の場合は院の武士が
階者になるわけです。これも貴種流離と言っていいと思うんで
す。

武士はふつう貴族と対立したもののように言われますけど、実
際は武士も発生的に言うと儀礼的な存在だという解釈が最近なさ
れていますね。そのことを象徴するものが彼らの代表的な持ちも
のである弓です。弓は正確にいうとこれは呪器だと思います。呪
器が一方では楽器になり一方では武器になる。弓は弾くと音がし
ます。そこから強楽器が生まれるわけです。そして矢を番えると
武器になる。本来はその二つは一つのことであったと思えます。
今でも弓初めという儀礼があって、弓の弦を弾吉音を出して悪霊
を退散させるというようなことをしますが、それが弓というもの
のいちばん原型的なかたちであろうと思われます。
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西行も本来は今日いう意味での武の人である以前に文の人、宮
廷歌人的存在であったと僕は患っています。ですから出家のとき
も彼はまず院に行って上皇に対して歌で自分が出家するという挨
拶をします。それから出家後もたとえば、鳥羽法皇が亡くなって
大葬が行なわれる時には馳せ参じて歌を作っています。このとき
のどさくさでいろんな事件がおこるんですが、その時の権力闘争
に敗れ、流されて死んだ崇徳上皇の御膿に四国の白峰陵まで行っ
て参拝して歌を奉っています。これも彼が宮廷歌人だった証拠だ
というふうに見ています。

西行の出家の理由はいろんなことが考えられますが、そのなか
の非常に有力な理由のーっとして、高貴の女性、待賢門院章子と
いう方ですけれども、この人との一度きりの契りがあったという
ふうに言われています。もしそうならば『伊勢物語』に伝える業
平とまったく閉じ形ですね。しかし業平のさすらいがどうやら虚
構らしいのに対して、西行のさすらいは事実です。まず洛外にい
ろいろ躍を作ったりし、それから吉野に入り、それから陸奥へは
すくなくともニ度行ってます。それから高野山、四園、伊勢、そ
れから嵯峨、嵯峨っていうのは嵯峨野の嵯峨。最後は河内に入っ
て、河内でなくなっています。これまた歌のさすらいという遺伝
子情報が、歌びとである西行に乗り移って漂泊させていたという
ふうに捉えていいのではないかと思うんです。

西行以後ですが、以後は歌自体がさすらっている。さすらいの
果てに歌は連歌と姿を変え、俳譜と姿を変える。連歌師や俳譜師
がさすらいの旅人であったことは言うまでもありません。無論こ
の聞にも何人かの出色の歌人がいなかったわけではありません
が、概して流れとしては連歌俳諸の時代が続くわけですね。そし
てその上には漢詩が君臨しているわけです。

ょうやく明治維新になって、和歌復興、あるいは歌のルネッサ
ンスがおこりますが、そこで忘れてはならない重要なことは、和
歌の復興の担い手がいずれも地方出身者だったことです。

正岡子規は愛媛の出身です。与謝野寛は生まれこそ京都です
が、処々転々として成長していますし、彼が生まれた当時、京都
はもうすでに都ではありません。和歌復興の先覚者として江戸末
期の橘曙覧と太隈言道を挙げるなら、曙覧は越前の人、言道は筑
前の人です。それからアララギの伊藤在千夫、長塚節、島木赤
彦、斎藤茂吉、土屋文明すべて地方出身者です。明星の方の右打！
啄木、北原白秋あるいはこれはどっちにすべきか蒋遣空という人
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も地方の人です。これは歌のさすらいの果ての草の中から歌が躍
ってきたというふうに解釈できると思います。

和歌復興、歌のルネッサンスによって神の歌は人聞の詩を追っ
て玉座に戻ったかということなんですが、たしかに人間の詩つま
り漢詩というものは王座から去りました。そしてその代わりに、
欧米から人間の詩歌というものが入ってきました。いわゆるポエ
トリーというやつです。これが日本で新体詩、自由詩というふう
になっていくわけですが、日本語化するために歌から多くを受け
たために王座には結局坐れません。かわりにやはり欧米から入っ
てきた人聞の小説というものが玉座に坐って、いま隆昌している
のは小説ですね。そして歌のさすらいは相変わらず続いていま
す。

そこで僕の「歌の運命Jという話もあえて尻切れとんぼにし
て、さすらわせたいと思います。そして研究者である皆さんとは
また違った視点から今後の歌のゆくえを見守りつづけたいと思い
ます。


